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1．序
　横井 ら （2008） 1）は、10代か ら 30 代 の 男女を対象と し

た種 々 の イ ン テ リア配色 に 関する印象評価実験の 結果を

報告 した。本稿で は 、対象者 の 年齢層に着目 し、イ ン テ リ

ア 配色 の 印象評価に 関 して 世代間 で 比 較を 行 っ た結果 を

報告す る u

2．目的

　イ ンテ リア配色 パ タ
ー

ン の 印象評価に お い て、若年者 と

高齢者の 世代間 に よ る印象評価の 差異が見受け られ る か

否か を探るた め に、若年者 と高齢者を対象 とし、コ ン ピ ュ

ー
タ
ーグラ フ ィ ッ ク とサ ン プル 刺激を使用 したイ ン テ リ

ア 配色の 印象評価に関す る調査、検討を行 うこ とを 目的 と

した。

3．方 法
3．1．刺激

　大 日本印刷   社製 イ ン テ リア 内装材サ ン プル WS サ

フ マ
ー レ の 中か らよく売られ て い る とされ る 内装材色 8

色を選 出 し、建具と床に 対 して 同色配色 ま た は 二 色配色と

なる よ うに 配色を施した 64配色 を作成した。64配色 に つ

い て 、イ ン テ リア配色と して ふ さわ し くない 配色パ ターン

を排除した 31 配色を基本の 刺激と し、さらに予備曵験に

より 31 配色の 中か らイ ン テ リア 空間 と して 好 ま しい 配色、

好ま し くない 配色を選出 し、好ま しい 配色 3 種 、 好ま し く

ない 配色 2 種 の 計 5 種を本実験 の 刺激 と した。使用 した 5

種 は 黒 （Bk）、薄茶 （1tBl，　ltB2）、濃茶 （dkB2）を含む 建

具 と床 の 配色パ タ
ー

ン で あ り、以 下、Bk× Bk、　Bk× dkB2、
ltBl× ltB1、1tBl× ltB2、　ltB2× ltB2と表記する。（建具

× 床）なお 、使用 した 朿1亅激の
一

覧と マ ン セ ル 1直を Tablel

に 示す。また各イ ン テ リア 配色に 対 して   大 日本印刷 （株）

社製 WS イ メ
ージパ ー

ス を使用 して作成 した建具を中心に

拡大 した部分画像  部屋全体 の lk　i一が見渡せ る全体画像

  床材 、 建具 の サ ン プル の 3 種 の 刺激 を用い た、    は

A4 光沢紙に印刷 した もの を使用 した 。

　 　　 Tablel 使 用 し た 刺激 の マ ン セ ル 値

3。2．対象者

10 代か ら 20 代 の 男女 100 名 （男性 48 名 、女性 52

名、平均年齢 は 22．4 歳）、60 歳以 上 の 男女 82 名 （男

性 35 名 、女性 47 名 、平均 年齢 は 70．7 歳）。
3．3．手続き

　上記      の 3 刺激を同時呈示 し、各 5 配色 に

対 し て SD 法 に よ る 7 段 階印象 評定 を行 っ た 。 使 用

し た 形 容詞 対 を Table2 に 示 す 。

　 　 　 　 　 　 Table2　 使 用 した 形 容 詞 対

4．結果 と考察

4ユ．イ メ ージプ ロ フ ィ
ール

　高齢者 と若年者の 両者か ら SD 法に よ り得 られ た

評定値 平均値 をイ メ ージブ ロ フ ィ
ール と し て まと め

た。Figure　l に は ltB が 使 用 され た 配 色 、　 Figure2
に は Bk が 使 用 された配 色を示す 。
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　Figure　1 よ り、高齢者
』
と若 年者 は 共 通 し て 、1tB が

使 用 され た イ ン テ リア 配 色 に 関 し て 明 る く、暖 か い 、

女性的な印象を持 つ 傾向が見 られ た。 しか し、そ の

他 の 項 目に関 し て は 、高齢者 の 評定平均 値は 中央値

で ある 4 付 近 で あ るの に 対 し、若年者 の 評定平均値

が総 じて 高 い 傾 向に あ っ た。

　ま た Figure2 よ り、Bk が使用 され た配 色に関 し

て 、高齢者 と若年者は 共 通 して 、 暗 く、冷 た い 、重 々

しい 、個性的な印象を持 っ 傾 向が見 られ た．、しか し 、

そ の 他 の 多 く の 項 目に つ い て 高齢者は若年者 よ り も

評 定 平均値 が低 い 傾向 にある と い う こ とが 見 て 取れ

る 。 特 に 、
「好 きな

一
嫌 い な 」 の 項 目 に 関 し て は 、若

年者 に 比 べ 、高齢者 は よ り嫌 い と 評定 し て い る こ と

が特徴的 に 挙 げ られ る。

　 こ の こ と か ら 、比 較 的 高明度 で あ る 1tB配 色に っ

い て 高齢者は 特徴的な印象を持 た な い 傾向 に ある の

に 対 し、若年者 は よ り ポ ジテ ィ ブな印 象 を持 っ 傾 向

に ある と い え る。また
．
方 で 、比 較的低 明度 で あ る

Bk 配 色に つ い て は若年者 よ り も高齢者が よ りネガ

テ ィ ブ な印 象 を持 つ 傾 向 に あ る と い え る。

4．2．因子 分析

　 5 刺激 に対 す る印象評 定か ら得 られ た 評定値に 対

し て 因子分 析 （最 尤 法 、プ ロ マ ッ ク ス 回 転） を 行 っ

た 結果 、2 因 了
一
を 抽出 し、「セ ン ス の 良 い

一
セ ン ス の

悪 い 」、「上 品 な
一
下品 な 」、 「美 しい

一
美 し くな い J

な ど か らな る 評価性 因 子 、「軽 や か な
一
重 々 し い 」、

「男性的 な
一
女性 的な 」、「明 る い

一
暗 い 」 な どか ら

な る軽明性 因子 と命名 した。因子 負荷 量表 を Table3

に 示 す。2 因子 の 累積寄 与率 は 59．4％で あ り、高齢

者 と若年者が イ ン テ リア 空間 を評 価す る際 に 、評価

性 因 子と軽明性因子 の 2 因子 で 約 6 割 の 説 明力 が あ

る と い う こ と が わ か る。ま た 、第 ユ因 子 で あ る 評 価

性 因子 の 寄与率は 44．6％ で あ り、2 因 r一で 説 明 され

る 寄与率に対 し、非常に 多 くの 割合を 占め て い る こ

と もわ か る。

　　Table3　因子負荷量表 （プ ロ マ ッ ク ス 回 転後）

　　 　　 　　 　　 　適 合度 （x1
＝345．5，d仁 52，p く：0．〔⊃Ol）

　評 価性 因 了
・
と軽 明 性 因 子 の 因 子 得 点 散 布 図 を

Figure．3 に 示 す．各刺激 の 囚子 得点 は 、評価 性因 子

に 関 し て は 、若年者で は ltB が使 用 された配 色 が高

得 点 、高齢者 で は Bk が使用 され た配 色が低得点 で

．．＿ 」

あ っ た。軽 明性 因子 に 関 し て は 、高齢者 、若年者 を

問 わず 、ltB が 使 用 さ れ た 配 色 が 高得 点、　Bk が 使用

され た配 色は 低得 点で あ っ た。 こ の こ とか ら、高齢

者 と若年者 に関 して イ ン テ リア 配 色 の 印象 評価 の 差

異を検討す る際 には、評 価性 囚子 が重 要 な軸 とな る

と考え られ る 。 イ メ
ー

ジプ ロ フ ィ
ー

ル か らも見 て 取

れ た こ とと同様 で ある が 、高齢者は 低明度で あ る Bk
が 使用 され た イ ン テ リ ア 配 色に 関 し て 評価が低 く、

若年者 は ltB を使用 し た高明度 の イ ン テ リア 配 色に

関 し て の 評価が 高 い 。一方 で 、高齢 者 に お い て ltB

が使用 され たイ ン テ リア 配 色 に関す る得 点 と若年 者

の Bk が使 用 され たイ ン テ リア 配 色 に 関す る 得 点は、

0 付 近 に 付 置 され て い る tt こ の こ とか ら、高齢 者は

低明度 の イ ン テ リア 配 色 を よ り低 い 評価 と し、若 年

者は 高明度 の イ ン テ リア 配 色 をよ り高い 評価 とす る

傾 向 が ある こ とが示唆 され る，、
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　Figure3評価性 因 子 × 軽明性因子 の 因 子 得点散布図

5．ま とめ

　 以上 の 結果か ら、高齢者 と若年 者 の イ ン テ リア 配

色 に関す る印 象評 価にお い て 、明度 の 低 い イ ン テ リ

ア 配 色 と明度 の 高 い イ ン テ リア 配 色 で の 評 価 に差 異

が 見 られ る こ とがわ か っ た 。 イ メ
ージ ブ ロ フ ィ

ー
ル

か ら、高齢者は 若年者に 比 べ て Bk が使 用 され た明

度 の 低 い イ ン テ リ ア 配 色 を嫌 う傾向 に あ る こ とが特

徴的 な 結果 と な っ た が 、そ の 他 の 項 目 に 関 し て も 高

齢者は 若年者に 比 べ て 明 度が低 い イ ン テ リ ア 配色 に

対 し て よ り低 い 評価 を し、
一

方 で 若年者は 高齢者 に

比 べ て 明度が 高 い イ ン テ リア 配色 に対 し て よ り高 い

評価 をす る傾 向 にあ る とい うこ とが 示唆 された ，高

齢者 が 明度 の 低 い イ ン テ リア 配 色 にっ い て、よ り評

価 が低 い と判 断す る要 因 として 、高齢者 を対象 と し

た 実験 の 際 に 、明度 の 低 い イ ン テ リア 配 色はお葬 式

や霊 安 室 な ど を連想 させ る とい っ た 意見 も挙 げ ら れ

て い た こ とが 考 え られ る、

　本 実験 にお い て は被験者へ の 負担 も考慮 し、5 刺

激 とい う限 られた配 色に つ い て の 検 討 の み を行 っ た

こ とか ら、さま ざまな配 色パ タ
ー

ン につ い て さ らに

比 較 ・検討 を行 うこ とや 若年者 と高齢者の み な らず

年齢層 を増や し た調査 ・検討が今後 の 課 題 で あ る n
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